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規

則 

埼
玉
県
県
営
住
宅
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

平
成
二
十
八
年
三
月
一
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

埼
玉
県
規
則
第
三
号 

 
 

 

埼
玉
県
県
営
住
宅
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

埼
玉
県
県
営
住
宅
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
一
年
埼
玉
県
規
則
第
四
十
二
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

別
表
七
五
の
項
中
「
三
四
・
八
九
」
を
「
三
八
・
四
四
」
に
、
「
五
五
六
」
を
「
四
八
四
」
に 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

「 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

「 
 

改
め
、
同
表
二
四
二
の
項
中 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

を 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

に
改
め
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

附 

則 
 

 

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

中
層
耐
火 

高
層
耐
火 

四
三
・
九
七
か
ら 

六
四
・
二
三
ま
で 

四
五
・
五
三
か
ら 

四
六
・
六
八
ま
で 

三
九
〇 

二
六
〇 

 

・
四
三
か
ら 

・
八
〇
ま
で 

・
九
七
か
ら 

・
二
三
ま
で 

三
五
五 

三
九
〇 

  

高
層
耐
火 

中
層
耐
火 

三
八 

五
六 

四
三 

六
四 

 

」 

」 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
五
十
二
号 

 
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
特
定

非
営
利
活
動
法
人
を
設
立
し
よ
う
と
す
る
者
か
ら
次
の
と
お
り
申
請
書
が
提
出
さ
れ
た
の
で
、
同

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。 

 

な
お
、
当
該
申
請
に
係
る
定
款
、
役
員
名
簿
、
設
立
趣
旨
書
並
び
に
設
立
当
初
の
事
業
年
度
及

び
翌
事
業
年
度
の
事
業
計
画
書
及
び
活
動
予
算
書
を
、
申
請
書
を
受
理
し
た
日
か
ら
二
月
間
、
県

民
生
活
部
共
助
社
会
づ
く
り
課
及
び
埼
玉
県
南
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
備
え
置
く
方
法

並
び
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
方
法
（
埼
玉
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
s
a
i
t
a
m
a
k
e
n
-
n
p
o
.
n
e
t
/

）
）
に
よ
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
八
年
三
月
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日 

平
成
二
十
八
年
一
月
二
十
八
日 

二 

申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
Ｍ
Ｔ
Ｓ 

三 

代
表
者
の
氏
名 

櫻
井 

靖
恒 

四 

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

埼
玉
県
川
口
市
戸
塚
東
三
丁
目
十
二
番
二
十
二
号 

五 

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的 

こ
の
法
人
は
、
社
会
福
祉
と
し
て
、
子
育
て
支
援
の
た
め
の
施
設
開
設
運
営
に
携
わ
り
、
待

機
児
童
対
策
だ
け
で
な
く
保
育
士
、
障
害
者
、
高
齢
者
の
雇
用
対
策
を
考
え
又
、
高
齢
者
の
為

の
介
護
施
設
の
整
備
や
保
育
及
び
介
護
に
携
わ
る
職
員
が
、
安
心
し
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
環

境
と
経
済
的
に
自
立
で
き
る
社
会
を
創
り
上
げ
て
い
く
た
め
の
積
極
的
な
就
労
促
進
を
進
め
、

社
会
福
祉
の
生
産
性
を
向
上
し
、
仕
事
と
介
護
及
び
育
児
を
両
立
で
き
る
社
会
づ
く
り
を
目
的

と
す
る
。 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
五
十
三
号 

 
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
特
定

非
営
利
活
動
法
人
を
設
立
し
よ
う
と
す
る
者
か
ら
次
の
と
お
り
申
請
書
が
提
出
さ
れ
た
の
で
、
同

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。 

 

な
お
、
当
該
申
請
に
係
る
定
款
、
役
員
名
簿
、
設
立
趣
旨
書
並
び
に
設
立
当
初
の
事
業
年
度
及

び
翌
事
業
年
度
の
事
業
計
画
書
及
び
活
動
予
算
書
を
、
申
請
書
を
受
理
し
た
日
か
ら
二
月
間
、
県

民
生
活
部
共
助
社
会
づ
く
り
課
及
び
埼
玉
県
北
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
備
え
置
く
方
法

並
び
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
方
法
（
埼
玉
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
s
a
i
t
a
m
a
k
e
n
-
n
p
o
.
n
e
t
/

）
）
に
よ
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
八
年
三
月
一
日 

 
 

 
 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日 

平
成
二
十
八
年
二
月
二
十
三
日 

二 

申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
生
活
サ
ポ
ー
ト
さ
い
ゆ
う 

 
 

 
 

 
 

三 

代
表
者
の
氏
名 

 
 

新
井 

規
子 

四 

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

埼
玉
県
大
里
郡
寄
居
町
大
字
西
ノ
入
四
百
七
十
六
番
地
一 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

五 

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的 

 
 

こ
の
法
人
は
、
乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
、
障
害
児
（
者
）
の
自
立
と
そ
の
家
族
に
対
し
て
安
心 

 

安
全
に
暮
ら
せ
る
地
域
、
社
会
づ
く
り
を
す
る
こ
と
で
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的 

 

と
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

 

  



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
五
十
四
号 

 
志
木
市
か
ら
志
木
都
市
計
画
生
産
緑
地
地
区
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の

で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同

法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
図
書
の
写
し
を
埼
玉
県
環
境
部
み
ど
り
自
然
課
に
お

い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
八
年
三
月
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
五
十
五
号 

 
越
谷
市
か
ら
越
谷
都
市
計
画
生
産
緑
地
地
区
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の

で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同

法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
図
書
の
写
し
を
埼
玉
県
環
境
部
み
ど
り
自
然
課
に
お

い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
八
年
三
月
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
五
十
六
号 

 
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
の
概
要
等
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

公
告
し
、
及
び
当
該
届
出
等
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

平
成
二
十
八
年
三
月
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

届
出
の
概
要
等 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ガ
ー
デ
ン
籠
原 

 
 

 

埼
玉
県
熊
谷
市
拾
六
間
七
百
六
十
三
―
一
外 

 

ロ 

変
更
の
概
要 

大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は

代
表
者
の
氏
名 

（
変
更
前
）
三
井
住
友
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
＆
リ
ー
ス
株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

川
村
嘉
則 

 
 

 
 

 

東
京
都
港
区
西
新
橋
三
丁
目
九
番
四
号 

 
 

 
 

 

芙
蓉
総
合
リ
ー
ス
株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

佐
藤
隆 

 
 

 
 

 

東
京
都
千
代
田
区
三
崎
町
三
丁
目
三
番
二
十
三
号 

（
変
更
後
）
三
井
住
友
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
＆
リ
ー
ス
株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

川
村
嘉
則 

 
 

 
 

 

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
三
番
二
号 

 
 

 
 

 

芙
蓉
総
合
リ
ー
ス
株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

佐
藤
隆 

 
 

 
 

 

東
京
都
千
代
田
区
三
崎
町
三
丁
目
三
番
二
十
三
号 

 

ハ 

変
更
年
月
日 

 
 

 

平
成
二
十
七
年
十
月
一
日 

 

ニ 

届
出
年
月
日 

 
 

 

平
成
二
十
八
年
二
月
十
七
日 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

平
成
二
十
八
年
三
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
七
月
一
日
ま
で 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
北
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 

四 

意
見
書
の
提
出 

 
 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
の
周
辺 

 

の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
県
に 



 

対
し
、
意
見
書
の
提
出
に
よ
り
、
こ
れ
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

イ 

意
見
書
提
出
期
間 

 
 

 

平
成
二
十
八
年
三
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
七
月
一
日
ま
で 

 

ロ 
意
見
書
提
出
先 

 
 

 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
五
十
七
号 

 
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
の
概
要
等
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

公
告
し
、
及
び
当
該
届
出
等
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
八
年
三
月
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

届
出
の
概
要
等 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

Ｐ
Ｃ 

Ｄ
Ｅ
Ｐ
Ｏ
Ｔ
狭
山
本
店 

 
 

 

埼
玉
県
狭
山
市
大
字
下
奥
富
字
坂
上
五
百
五
―
一
、
五
百
十
―
一
、
五
百
十
―
二 

 

ロ 

変
更
の
概
要 

 
 

 

大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は

代
表
者
の
氏
名 

（
変
更
前
）
Ｊ
Ａ
三
井
リ
ー
ス
建
物
株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

春
原
博 

東
京
都
品
川
区
東
五
反
田
二
丁
目
十
番
二
号 

（
変
更
後
）
Ｊ
Ａ
三
井
リ
ー
ス
建
物
株
式
会
社 

代
表
取
締
役 
保
﨑
隆
行 

東
京
都
中
央
区
銀
座
八
丁
目
十
三
番
一
号 

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人

に
あ
っ
て
は
代
表
者
の
氏
名 

（
変
更
前
）
株
式
会
社
ピ
ー
シ
ー
デ
ポ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン 

代
表
取
締
役 

野
島
隆
久 

神
奈
川
県
横
浜
市
港
北
区
新
横
浜
三
丁
目
一
番
地
九 

株
式
会
社
ゲ
オ 

代
表
取
締
役 

吉
川
恭
史 

愛
知
県
春
日
井
市
如
意
申
町
五
丁
目
十
一
番
地
の
三 

（
変
更
後
）
株
式
会
社
ピ
ー
シ
ー
デ
ポ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン 

代
表
取
締
役 

野
島
隆
久 

神
奈
川
県
横
浜
市
港
北
区
新
横
浜
三
丁
目
一
番
地
九 

株
式
会
社
ゲ
オ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス 

代
表
取
締
役 

遠
藤
結
蔵 

愛
知
県
名
古
屋
市
中
区
富
士
見
町
八
番
八
号 

 

ハ 

変
更
年
月
日 

 
 

 

平
成
二
十
八
年
一
月
四
日
外 

 

ニ 

届
出
年
月
日 

 
 

 

平
成
二
十
八
年
二
月
十
九
日 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

平
成
二
十
八
年
三
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
七
月
一
日
ま
で 



三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
西
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 

四 

意
見
書
の
提
出 

 
 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
の
周
辺 

 

の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
県
に 

 

対
し
、
意
見
書
の
提
出
に
よ
り
、
こ
れ
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

イ 

意
見
書
提
出
期
間 

 
 

 

平
成
二
十
八
年
三
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
七
月
一
日
ま
で 

 

ロ 

意
見
書
提
出
先 

 
 

 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
五
十
八
号 

 
農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
一
号
）
第
十
八
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
、
農
用
地
利
用
配
分
計
画
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り

次
の
と
お
り
公
告
す
る
。 

平
成
二
十
八
年
三
月
一
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

一 

農
用
地
利
用
配
分
計
画
の
概
要 

          

小
林 

惠 

小
林 

利
雄 

小
林 

德
三
郎 

小
林 

定
雄 

小
林 

国
秀 

柏
崎 

幸
雄 

村
上 

輝
久 

高
澤 

彦
春 

氏
名
又
は
名
称 

賃
借
権
の
設
定
等
を
受
け
る
者 

埼
玉
県
鴻
巣
市
三
町

免
二
十
三
番
地 

埼
玉
県
鴻
巣
市
三
町

免
八
十
九
番
地
一 

埼
玉
県
鴻
巣
市
三
町

免
二
十
番
地 

埼
玉
県
鴻
巣
市
明
用

二
百
八
十
五
番
地 

埼
玉
県
鴻
巣
市
三
町

免
二
十
八
番
地 

埼
玉
県
鴻
巣
市
三
町

免
三
百
七
十
五
番
地 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市

北
区
東
大
成
町
一
丁

目
百
五
十
九
番
地
四

―
二
百
一 

東
京
都
板
橋
区
徳
丸

五
丁
目
三
十
五
番
六

号 

住 
 

 

所 

埼
玉
県
鴻
巣
市
三
町

免
字
三
ノ
耕
地
五
百

四
十
番
一
ほ
か
四
筆 

埼
玉
県
鴻
巣
市
三
町

免
字
壱
ノ
耕
地
百
番

一
ほ
か
二
筆 

埼
玉
県
鴻
巣
市
三
町

免
字
三
ノ
耕
地
五
百

九
十
番
一
ほ
か
一
筆 

埼
玉
県
鴻
巣
市
三
町

免
字
壱
ノ
耕
地
二
百

八
十
二
番
ほ
か
三
筆 

埼
玉
県
鴻
巣
市
三
町

免
字
三
ノ
耕
地
六
百

二
番
ほ
か
三
筆 

埼
玉
県
鴻
巣
市
三
町

免
字
三
ノ
耕
地
六
百

一
番
ほ
か
二
筆 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市

見
沼
区
大
字
西
山
新

田
十
八
番 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市

緑
区
大
字
宮
後
四
十

六
番
ほ
か
一
筆 

所 

在 

地 

賃
借
権
の
設
定
等
を
受
け
る
土
地 

九
、
六
〇
〇 

六
、
〇
七
一 

一
、
三
六
九 

六
、
九
四
三 

八
、
七
三
二 

三
、
八
五
六 

一
、
〇
〇
〇 

三
、
五
〇
〇 

面
積
（
平
方 

メ
ー
ト
ル
） 



                         

二 

認
可
年
月
日 

 
 

平
成
二
十
八
年
二
月
二
十
四
日 

 

ア
ル
フ
ァ
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
株
式
会

社 樋
口 

泰
之 

三
ツ
木 

宏
之 

平
賀 

健
司 

長
島 

栄
治 

鶴
間 

秀
樹 

鶴
間 

力 

高
橋 

聡 

小
林 

洋
一 

埼
玉
県
白
岡
市
小
久

喜
千
二
十
二
番
地
三 

埼
玉
県
鴻
巣
市
常
光

百
六
十
七
番
地 

埼
玉
県
鴻
巣
市
前
砂

三
百
二
十
五
番
地 

埼
玉
県
鴻
巣
市
明
用

四
百
番
地 

埼
玉
県
鴻
巣
市
小
谷

二
千
百
三
十
六
番
地 

埼
玉
県
鴻
巣
市
明
用

二
百
五
十
五
番
地 

埼
玉
県
鴻
巣
市
明
用

三
百
三
十
番
地 

埼
玉
県
鴻
巣
市
三
町

免
二
百
七
十
五
番
地 

埼
玉
県
鴻
巣
市
明
用

三
百
七
十
五
番
地 

埼
玉
県
白
岡
市
柴
山

字
稲
荷
崎
五
百
五
番

ほ
か
二
十
四
筆 

埼
玉
県
北
本
市
古
市

場
一
丁
目
十
一
番
ほ

か
十
六
筆 

埼
玉
県
鴻
巣
市
三
町

免
字
三
ノ
耕
地
五
百

三
十
八
番
一
ほ
か
五

筆 埼
玉
県
鴻
巣
市
明
用

字
四
ノ
耕
地
五
百
八

十
六
番 

埼
玉
県
鴻
巣
市
三
町

免
字
壱
ノ
耕
地
百
十

六
番
ほ
か
二
筆 

埼
玉
県
鴻
巣
市
明
用

字
壱
ノ
耕
地
二
百
五

十
七
番 

埼
玉
県
鴻
巣
市
明
用

字
参
ノ
耕
地
五
百
四

十
番
一
ほ
か
一
筆 

埼
玉
県
鴻
巣
市
三
町

免
字
三
ノ
耕
地
六
百

番
ほ
か
五
筆 

埼
玉
県
鴻
巣
市
三
町

免
字
壱
ノ
耕
地
三
十

三
番
ほ
か
百
三
十
一

筆 

一
八
、
三
〇
二 

一
三
、
四
八
四 

八
、
五
二
四 

三
、
六
二
〇 

五
、
七
九
二 

二
、
七
〇
〇 

三
、
五
三
五 

一
〇
、
〇
四
五 

一
七
三
、
五
九
九 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
五
十
九
号 

 
次
の
雨
水
流
出
抑
制
施
設
は
、
埼
玉
県
雨
水
流
出
抑
制
施
設
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成

十
八
年
埼
玉
県
条
例
第
二
十
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
則
で
定
め
る
技
術
的
基
準
に
適
合
す
る
と

認
め
た
の
で
、
告
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
八
年
三
月
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

許
可
番
号 

 
 

第
二
〇
一
三
―
二
十
六
―
一
号 

二 

雨
水
流
出
抑
制
施
設
の
敷
地
で
あ
る
土
地
の
区
域 

 
 

埼
玉
県
草
加
市
柿
木
町
百
七
番
一 
外
九
筆 

三 

雨
水
流
出
抑
制
施
設
の
容
量 

 
 

容
量 

九
百
四
十
九
・
三
七
立
方
メ
ー
ト
ル 

 
 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
六
十
号 

 
本
庄
市
か
ら
児
玉
都
市
計
画
下
水
道
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
都

市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二

十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
図
書
の
写
し
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い
て

縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
八
年
三
月
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

   



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
六
十
一
号 

 
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
昭
和
五

十
一
年
埼
玉
県
告
示
第
三
百
八
十
一
号
で
告
示
し
た
本
庄
都
市
計
画
下
水
道
事
業
の
事
業
計
画
の

変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
八
年
三
月
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

施
行
者
の
名
称 

 
 

本
庄
市 

二 

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称 

 
 

本
庄
都
市
計
画
下
水
道
事
業
本
庄
公
共
下
水
道 

三 

事
業
施
行
期
間 

 
 

昭
和
五
十
一
年
三
月
十
六
日
か
ら 

 
 

平
成
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

四 

変
更
に
係
る
事
業
地 

 

イ 

汚
水 

 
 

⑴ 

収
用
の
部
分 

 
 

 
 

変
更
な
し 

 
 

⑵ 

使
用
の
部
分 

 
 

 
 

昭
和
五
十
一
年
埼
玉
県
告
示
第
三
百
八
十
一
号
、
昭
和
五
十
七
年
埼
玉
県
告
示
二
百
七 

 
 

 
 

 
 

 
 

十
四
号
、
昭
和
六
十
年
埼
玉
県
告
示
六
百
七
十
八
号
、
昭
和
六
十
一
年
埼
玉
県
告
示
千 

 
 

 
 

百
三
十
三
号
、
昭
和
六
十
三
年
埼
玉
県
告
示
九
百
十
三
号
、
平
成
元
年
埼
玉
県
告
示
千 

 
 

 
 

三
百
八
十
六
号
、
平
成
八
年
埼
玉
県
告
示
千
八
百
二
十
五
号
、
平
成
十
四
年
埼
玉
県
告 

 
 

 
 

示
五
百
四
十
六
号
、
平
成
十
八
年
千
九
百
六
十
七
号
の
事
業
地
に
、
本
庄
市
共
栄
字
北 

 
 

 
 

共
和
を
加
え
る
。 

 

ロ 

雨
水 

 
 

⑴ 

収
用
の
部
分 

 
 

 
 

変
更
な
し 

 
 

⑵ 

使
用
の
部
分 

 
 

 
 

変
更
な
し 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
六
十
二
号 

 
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
十

七
年
埼
玉
県
告
示
第
四
百
五
十
一
号
で
告
示
し
た
児
玉
都
市
計
画
下
水
道
事
業
の
事
業
計
画
の
変

更
を
認
可
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
八
年
三
月
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

施
行
者
の
名
称 

 
 

本
庄
市 

二 

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称 

 
 

児
玉
都
市
計
画
下
水
道
事
業
本
庄
公
共
下
水
道 

三 

事
業
施
行
期
間 

 
 

平
成
十
七
年
三
月
四
日
か
ら 

 
 

平
成
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

四 

変
更
に
係
る
事
業
地 

 

イ 

汚
水 

 
 

⑴ 

収
用
の
部
分 

 
 

 
 

変
更
な
し 

 
 

⑵ 

使
用
の
部
分 

 
 

 
 

平
成
十
七
年
埼
玉
県
告
示
第
四
百
五
十
一
号
の
事
業
地
に
、
本
庄
市
共
栄
字
南
共
和 

 
 

 
 

を
加
え
る
。 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
六
十
三
号 

 
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
十

七
年
埼
玉
県
告
示
第
四
百
五
十
二
号
で
告
示
し
た
児
玉
都
市
計
画
下
水
道
事
業
の
事
業
計
画
の
変

更
を
認
可
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
八
年
三
月
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

施
行
者
の
名
称 

 
 

美
里
町 

二 

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称 

 
 

児
玉
都
市
計
画
下
水
道
事
業
美
里
公
共
下
水
道 

三 

事
業
施
行
期
間 

 
 

平
成
十
七
年
三
月
四
日
か
ら 

 
 

平
成
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

四 

変
更
に
係
る
事
業
地 

 

イ 

汚
水 

 
 

⑴ 

収
用
の
部
分 

 
 

 
 

変
更
な
し 

 
 

⑵ 

使
用
の
部
分 

 
 

 
 

変
更
な
し 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
六
十
四
号 

 
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
七

年
埼
玉
県
告
示
第
千
六
百
五
号
で
告
示
し
た
児
玉
都
市
計
画
下
水
道
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更
を

認
可
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
八
年
三
月
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

施
行
者
の
名
称 

 
 

上
里
町 

二 

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称 

 
 

児
玉
都
市
計
画
下
水
道
事
業
上
里
公
共
下
水
道 

三 

事
業
施
行
期
間 

 
 

平
成
七
年
十
一
月
二
十
八
日
か
ら 

 
 

平
成
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

四 

変
更
に
係
る
事
業
地 

 

イ 

汚
水 

 
 

⑴ 

収
用
の
部
分 

 
 

 
 

変
更
な
し 

 
 

⑵ 

使
用
の
部
分 

 
 

 
 

変
更
な
し 

 

ロ 

雨
水 

 
 

⑴ 

収
用
の
部
分 

 
 

 
 

変
更
な
し 

 
 

⑵ 

使
用
の
部
分 

 
 

 
 

変
更
な
し 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
六
十
五
号 

 
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
十

七
年
埼
玉
県
告
示
第
四
百
五
十
三
号
で
告
示
し
た
児
玉
都
市
計
画
下
水
道
事
業
の
事
業
計
画
の
変

更
を
認
可
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
八
年
三
月
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

施
行
者
の
名
称 

 
 

神
川
町 

二 

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称 

 
 

児
玉
都
市
計
画
下
水
道
事
業
神
川
流
域
関
連
公
共
下
水
道 

三 

事
業
施
行
期
間 

 
 

平
成
十
七
年
三
月
四
日
か
ら 

 
 

平
成
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

四 

変
更
に
係
る
事
業
地 

 

イ 

汚
水 

 
 

⑴ 

収
用
の
部
分 

 
 

 
 

変
更
な
し 

 
 

⑵ 

使
用
の
部
分 

 
 

 
 

変
更
な
し 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
六
十
六
号 

 
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
十

三
年
埼
玉
県
告
示
第
千
九
百
十
四
号
で
告
示
し
た
児
玉
都
市
計
画
下
水
道
事
業
の
事
業
計
画
の
変

更
を
認
可
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
八
年
三
月
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

施
行
者
の
名
称 

 
 

神
川
町 

二 

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称 

 
 

児
玉
都
市
計
画
下
水
道
事
業
神
川
公
共
下
水
道 

三 

事
業
施
行
期
間 

 
 

平
成
十
三
年
十
二
月
十
四
日
か
ら 

 
 

平
成
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

四 

変
更
に
係
る
事
業
地 

 

イ 

汚
水 

 
 

⑴ 

収
用
の
部
分 

 
 

 
 

変
更
な
し 

 
 

⑵ 

使
用
の
部
分 

 
 

 
 

変
更
な
し 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
六
十
七
号 

 
都
市
再
開
発
法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
三
十
八
号
）
第
十
一
条
の
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
市

街
地
再
開
発
組
合
の
設
立
を
認
可
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。 

平
成
二
十
八
年
三
月
一
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

一 

組
合
の
名
称 

 
 

鴻
巣
駅
東
口
駅
通
り
地
区
市
街
地
再
開
発
組
合 

二 

事
業
施
行
期
間 

 
 

組
合
設
立
か
ら
平
成
三
十
一
年
三
月 

三 

施
行
地
区 

 
 

埼
玉
県
鴻
巣
市
本
町
一
丁
目
の
一
部 

四 

事
務
所
の
所
在
地 

 
 

埼
玉
県
鴻
巣
市
本
町
二
丁
目
一
番
三
号 

五 

設
立
認
可
の
年
月
日 

 
 

平
成
二
十
八
年
三
月
一
日 

六 

事
業
年
度 

 
 

毎
年
四
月
一
日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

七 

公
告
の
方
法 

 
 

組
合
の
掲
示
板
に
掲
示 

八 

権
利
変
換
を
希
望
し
な
い
旨
の
申
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
期
限 

 
 

平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
日 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
六
十
八
号 

建
築
士
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
号
）
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
二
十
八
年

二
級
建
築
士
試
験
及
び
木
造
建
築
士
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。 

 

な
お
、
試
験
の
実
施
に
関
す
る
事
務
は
、
埼
玉
県
指
定
試
験
機
関
で
あ
る
公
益
財
団
法
人
建
築

技
術
教
育
普
及
セ
ン
タ
ー
に
行
わ
せ
る
。 

平
成
二
十
八
年
三
月
一
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

一 

試
験
の
期
日
及
び
時
間 

 

イ 

二
級
建
築
士
試
験 

 
 

⑴ 

学
科
の
試
験 

 
 

 
 

平
成
二
十
八
年
七
月
三
日
（
日
） 

 
 

 
 

午
前
十
時
か
ら
午
後
五
時
十
分
ま
で 

 
 

⑵ 

設
計
製
図
の
試
験 

 
 

 
 

平
成
二
十
八
年
九
月
十
一
日
（
日
） 

 
 

 
 

午
前
十
一
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で 

 

ロ 

木
造
建
築
士
試
験 

 
 

⑴ 

学
科
の
試
験 

 
 

 
 

平
成
二
十
八
年
七
月
二
十
四
日
（
日
） 

 
 

 
 

午
前
十
時
か
ら
午
後
五
時
十
分
ま
で 

 
 

⑵ 

設
計
製
図
の
試
験 

 
 

 
 

平
成
二
十
八
年
十
月
九
日
（
日
） 

 
 

 
 

午
前
十
一
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で 

二 

試
験
会
場 

 

イ 

二
級
建
築
士
試
験 

 
 

⑴ 

学
科
の
試
験 

 
 

 

(一) 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
見
沼
区
深
作
三
百
七
番 

 
 

 
 

 

芝
浦
工
業
大
学
（
大
宮
キ
ャ
ン
パ
ス
） 

 
 

 

(二) 

埼
玉
県
行
田
市
前
谷
三
百
三
十
三
番 

 
 

 
 

 

も
の
つ
く
り
大
学 

 
 

⑵ 

設
計
製
図
の
試
験 

 
 

 

(一) 

埼
玉
県
草
加
市
学
園
町
一
番
一
号 

 
 

 
 

 

獨
協
大
学 

 
 

 

(二) 

埼
玉
県
行
田
市
前
谷
三
百
三
十
三
番 



 
 

 
 

 

も
の
つ
く
り
大
学 

 

ロ 

木
造
建
築
士
試
験 

 
 

⑴ 

学
科
の
試
験 

 
 

 
 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
南
区
鹿
手
袋
四
丁
目
一
番
七
号 

 
 

 
 

埼
玉
建
産
連
研
修
セ
ン
タ
ー 

 
 

⑵ 

設
計
製
図
の
試
験 

 
 

 
 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
見
沼
区
深
作
三
百
七
番 

 
 

 
 

芝
浦
工
業
大
学
（
大
宮
キ
ャ
ン
パ
ス
） 

三 

受
験
資
格 

 
 

建
築
士
法
第
十
五
条
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者 

四 

受
験
申
込
手
続 

 

イ 

郵
送
に
よ
る
受
験
申
込
み 

 
 

 

郵
送
に
よ
る
受
験
申
込
み
に
つ
い
て
は
、
過
去
に
二
級
建
築
士
試
験
又
は
木
造
建
築
士
試

験
を
受
験
し
た
こ
と
が
あ
る
者
に
限
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 

 

な
お
、
過
去
の
受
験
票
又
は
合
否
の
通
知
書
を
貼
付
す
る
こ
と
。 

 
 

⑴ 

受
験
申
込
受
付
期
間 

 
 

 
 

平
成
二
十
八
年
三
月
十
四
日
（
月
）
か
ら
平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
九
日
（
火
）
ま
で 

 
 

 
 

 
 

（
受
験
申
込
受
付
期
間
内
の
消
印
の
あ
る
も
の
に
限
る
。
） 

 
 

⑵ 

受
験
申
込
書
の
宛
先 

 

郵
便
番
号
一
〇
二
―
〇
〇
九
四 

東
京
都
千
代
田
区
紀
尾
井
町
三
丁
目
六
番 

 

公
益
財
団
法
人
建
築
技
術
教
育
普
及
セ
ン
タ
ー 

本
部 

 

な
お
、
簡
易
書
留
郵
便
に
よ
る
こ
と
。 

 

ロ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
受
験
申
込
み 

 
 

 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
受
験
申
込
み
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
六
年
以
降
に
二
級
建
築
士

試
験
又
は
木
造
建
築
士
試
験
の
受
験
申
込
み
を
し
た
者
の
う
ち
、
試
験
の
申
込
み
に
必
要
な

個
人
情
報
の
使
用
に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
承
諾
を
し
て
い
る
者
に
限
り
行
う
こ
と
が
で
き

る
。 

 
 

⑴ 

受
験
申
込
受
付
期
間
及
び
受
付
時
間 

 
 

 

㈠ 

受
付
期
間 

 
 

 
 

 

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
二
日
（
火
）
か
ら
平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
九
日
（
火
） 

 
 

 
 

ま
で 

 
 

 

㈡ 

受
付
時
間 

 
 

 
 

 

受
付
開
始
日
の
午
前
十
時
か
ら
受
付
終
了
日
の
午
後
四
時
ま
で 

 
 

⑵ 

受
験
申
込
方
法 



 
 

 
 

公
益
財
団
法
人
建
築
技
術
教
育
普
及
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

 
 

 

（h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
j
a
e
i
c
.
o
r
.
j
p
/

）
に
お
い
て
、
必
要
な
事
項
を
入
力
し
、
申
し
込
む
こ
と
。 

 
ハ 

受
付
場
所
に
お
け
る
受
験
申
込
み 

 
 

⑴ 
受
験
要
領
及
び
受
験
申
込
書
の
配
布
期
間
及
び
配
布
場
所 

 
 

 

㈠ 
配
布
期
間 

 
 

 
 

 

平
成
二
十
八
年
三
月
七
日
（
月
）
か
ら
平
成
二
十
八
年
四
月
十
一
日
（
月
）
ま
で 

 
 

 
 

（
た
だ
し
、
土
曜
日
、
日
曜
日
及
び
祝
日
を
除
く
。
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

㈡ 

配
布
場
所 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
南
区
鹿
手
袋
四
丁
目
一
番
七
号 

埼
玉
建
産
連
会
館
五
階 

 
 

 
 

 

一
般
社
団
法
人
埼
玉
建
築
士
会 

 
 

⑵ 

受
験
申
込
書
の
受
付
期
間
、
受
付
時
間
及
び
受
付
場
所 

 
 

 

㈠ 

受
付
期
間 

 
 

 
 

 

平
成
二
十
八
年
四
月
七
日
（
木
）
か
ら
平
成
二
十
八
年
四
月
十
一
日
（
月
）
ま
で 

 
 

 

㈡ 

受
付
時
間 

 
 

 
 

 

午
前
十
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で 

 
 

 

㈢ 

受
付
場
所 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
南
区
鹿
手
袋
四
丁
目
一
番
七
号 

 
 

 
 

 

埼
玉
建
産
連
研
修
セ
ン
タ
ー 

五 

設
計
製
図
の
試
験
の
課
題
発
表 

イ 

発
表
の
日 

平
成
二
十
八
年
六
月
八
日
（
水
）
頃 

ロ 

発
表
の
方
法 

 
 

 

公
益
財
団
法
人
建
築
技
術
教
育
普
及
セ
ン
タ
ー
関
東
支
部
及
び
一
般
社
団
法
人
埼
玉
建
築 

 
 

 
 

士
会
の
事
務
所
に
掲
示
す
る
と
と
も
に
、
学
科
の
試
験
を
実
施
す
る
試
験
会
場
に
掲
示
す
る
。 

六 

合
格
の
発
表 

 

イ 

学
科
の
試
験 

 
 

⑴ 

二
級
建
築
士
試
験 

 
 

 

㈠ 

発
表
の
日 

 
 

 
 

 

平
成
二
十
八
年
八
月
二
十
三
日
（
火
）
頃 

 
 

 

㈡ 

発
表
の
方
法 

 
 

 
 

 

公
益
財
団
法
人
建
築
技
術
教
育
普
及
セ
ン
タ
ー
関
東
支
部
及
び
一
般
社
団
法
人
埼
玉 

 

 
 

 
 

建
築
士
会
の
事
務
所
並
び
に
埼
玉
県
庁
本
庁
舎
一
階
南
玄
関
掲
示
板
に
掲
示
す
る
と
と 

 
 

 
 

も
に
、
合
格
者
に
合
格
し
た
旨
を
、
不
合
格
者
に
不
合
格
の
旨
及
び
成
績
を
通
知
す
る
。 

 
 

⑵ 

木
造
建
築
士
試
験 



 
 

 

㈠ 

発
表
の
日 

 
 

 
 

 

平
成
二
十
八
年
九
月
六
日
（
火
）
頃 

 
 

 

㈡ 

発
表
の
方
法 

 
 

 
 

 

公
益
財
団
法
人
建
築
技
術
教
育
普
及
セ
ン
タ
ー
関
東
支
部
及
び
一
般
社
団
法
人
埼
玉 

 
 

 
 

建
築
士
会
の
事
務
所
並
び
に
埼
玉
県
庁
本
庁
舎
一
階
南
玄
関
掲
示
板
に
掲
示
す
る
と
と 

 
 

 
 

も
に
、
合
格
者
に
合
格
し
た
旨
を
、
不
合
格
者
に
不
合
格
の
旨
及
び
成
績
を
通
知
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ロ 

設
計
製
図
の
試
験 

 
 

⑴ 

発
表
の
日 

 
 

 
 

平
成
二
十
八
年
十
二
月
一
日
（
木
）
頃 

 
 

⑵ 

発
表
の
方
法 

 
 

 
 

公
益
財
団
法
人
建
築
技
術
教
育
普
及
セ
ン
タ
ー
関
東
支
部
及
び
一
般
社
団
法
人
埼
玉
建 

 
 

 

築
士
会
の
事
務
所
並
び
に
埼
玉
県
庁
本
庁
舎
一
階
南
玄
関
掲
示
板
に
掲
示
す
る
と
と
も 

 
 

 

に
、
合
格
者
に
合
格
し
た
旨
を
、
不
合
格
者
に
不
合
格
の
旨
及
び
成
績
を
通
知
す
る
。 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
六
十
九
号 

 
埼
玉
県
証
紙
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
埼
玉
県
条
例
第
六
十
三
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
埼
玉
県
証
紙
指
定
売
り
さ
ば
き
人
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に

よ
り
告
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
八
年
三
月
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

一 

埼
玉
県
証
紙
指
定
売
り
さ
ば
き
人
の
住
所
及
び
氏
名 

 
 

埼
玉
県
入
間
郡
毛
呂
山
町
中
央
一
丁
目
一
番
地
一 

県
営
い
わ
い
団
地
三
ー
二
百
一
号 

 
 

的
場 

英
紀 

二 

指
定
年
月
日 

 
 

平
成
二
十
八
年
三
月
一
日 



告

示 

埼
玉
県
秩
父
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
二
号 

 
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
八
年
三
月
一
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境

課
及
び
埼
玉
県
秩
父
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

 

平
成
二
十
八
年
三
月
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

埼
玉
県
秩
父
県
土
整
備
事
務
所
長 

新 

井 

伸 

二 
 

 
 

一 

道

路

の

種

類

 
 

県
道 

二 

路

線

名 
 

下
日
野
沢
東
門
平
吉
田
線 

三 

道

路

の

区

域

 
 



 

新
Ａ 

 旧
Ａ 

 

旧 

新 
別 

秩
父
郡
皆
野
町
大
字
上
日
野
沢
字
市
道

一
八
九
〇
番
一
地
先
か
ら
同
郡
同
町
大

字
上
日
野
沢
字
市
道
一
八
九
〇
番
一
地

先
ま
で 

区 
 

 
 

間 

 
 
 

 
 

十
六
・
一
五
～ 

 
 

 
 

三
十
六
・
三
九 

 
 

 
 

十
一
・
七
二
～ 

 
 

 
 

二
十
七
・
四
四 

 

敷
地
の
幅
員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

     
 

三
六
・
八
七 

 

延 
 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

 

災
害
防
除
工
事
（
上
日

野
沢
工
区
） 

 

備 

 

 

考 



告

示 

埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
六
号 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
八
年
三
月
一
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境

課
及
び
埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
八
年
三
月
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
長 

細 

田 

哲 

也 
 

 
 

     



 

    
  

越
谷
流
山
線 

  

路 
 

線 
 

名 

 

吉
川
市
大
字
平
沼
字
川
端
一
九
六
一

番
一
地
先
か
ら
同
市
大
字
吉
川
字
屋

敷
付
一
五
一
六
番
五
地
先
ま
で
（
た
だ

し
、
関
係
図
面
に
表
示
す
る
部
分
に
限

る
。
） 

  

供
用
開
始
の
区
間 

平
成
二
十
八
年
三
月
二
日 

供
用
開
始
の
期
日 

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
八

日
付
け
埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備

事
務
所
長
告
示
第
三
十
四
号
に

お
け
る
道
路
予
定
区
域
の
一
部

供
用
開
始
で
あ
る
。
延
長
二
一

九
・
〇
五
メ
ー
ト
ル 

   

備 

 

考 



告

示 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
二
十
一
号 

 
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
開

発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
公
告
す
る
。 

平
成
二
十
八
年
三
月
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

大 

槻 

淳 

一 
 

 
 

一 

許
可
番
号 

 
 

平
成
二
十
八
年
二
月
四
日 

 
 

指
令
川
建
セ
第
二
七
〇
〇
四
三
一
号 

二 

検
査
済
証
番
号 

 
 

平
成
二
十
八
年
二
月
二
十
六
日 

 
 

川
建
セ
第
二
七
〇
〇
九
一
号 

三 

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

 
 

埼
玉
県
比
企
郡
滑
川
町
月
の
輪
七
丁
目
二
十
番
五 

四 

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

 
 

埼
玉
県
比
企
郡
滑
川
町
月
の
輪
七
丁
目
二
十
番
地
一 

 
 

髙
坂 

省
吾
、
髙
坂 

純
子 



告

示 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
二
十
二
号 

 
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
開

発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
公
告
す
る
。 

平
成
二
十
八
年
三
月
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

大 

槻 

淳 

一 

一 

許
可
番
号 

 
 

平
成
二
十
八
年
二
月
二
十
二
日 

 
 

指
令
川
建
セ
第
二
七
○
○
○
三
二
号 

二 

検
査
済
証
番
号 

 
 

平
成
二
十
八
年
二
月
二
十
六
日 

 
 

川
建
セ
第
二
七
○
○
九
四
号 

三 

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

 
 

埼
玉
県
比
企
郡
川
島
町
大
字
上
八
ツ
林
字
上
ヶ
谷
戸
二
百
五
十
三
番
一 

四 

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

 
 

埼
玉
県
比
企
郡
川
島
町
大
字
上
八
ツ
林
二
百
六
十
九
番
地 

 
 

佐
藤
里
美
、
佐
藤
弘
樹 



告

示 

埼
玉
県
越
谷
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
九
号 

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
七
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
建
築

協
定
を
認
可
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。 

平
成
二
十
八
年
三
月
一
日 埼

玉
県
越
谷
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

内 

藤 

知 

行 
 

 

一 

建
築
協
定
の
名
称 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

三
郷
早
稲
田
三
ー
二
街
区
建
築
協
定 

二 

建
築
協
定
認
可
申
請
者
の
代
表
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
主
た
る
事
務
所 

 
 

 
 

の
所
在
地
及
び
名
称
並
び
に
代
表
者
の
氏
名
） 

 
 

埼
玉
県
三
郷
市
早
稲
田
三
丁
目
二
番
地
十
四
号 

 
 

鈴
木 

榮
芳 

 

三 

建
築
協
定
区
域 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
三
郷
市
早
稲
田
三
丁
目
二
番
地
一
外
二
十
九
筆 



告

示 

埼
玉
県
選
管
告
示
第
十
号 

平
成
二
十
七
年
八
月
九
日
執
行
の
埼
玉
県
知
事
選
挙
に
つ
き
、
公
職
選
挙
法
（
昭
和
二
十
五
年

法
律
第
百
号
）
第
百
八
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
候
補
者
の
選
挙
運
動
に
関
す

る
収
支
報
告
書
の
要
旨
を
、
同
法
第
百
九
十
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の

と
お
り
公
表
す
る
。 

 

平
成
二
十
八
年
三
月
一
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

埼
玉
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長 

滝 

瀬 

副 

次 
 

 
 



公職の候補者の選挙運動に関する収支報告書要旨 

 

１ 選挙の種類  平成２７年８月９日執行  埼玉県知事選挙 

 

２ 公職選挙法の規定による選挙運動に関する支出金額の制限額（法定選挙運動費用額） 

 

                                              ６０，５００，０００ 円 

 

３ 報告書の要旨 

 



候補者氏名 石川　英行 所属党派 6月23日から

出納責任者氏名 8月10日まで

収入 支出

主たる寄附

人件費 0 円

家屋費 0 円

選挙事務所費 0 円

集合会場費 0 円

通信費 0 円

交通費 1,100 円

印刷費 62,455 円

広告費 0 円

文具費 0 円

食糧費 0 円

休泊費 0 円

雑費 150,796 円

その他の収入 214,351 円

今回計 214,351 円 今回計 214,351 円

総計 214,351 円 総計 214,351 円

0 円

0 円

0 円

項　　目

支出のうち公費負担相当額

平成27年8月24日 第１回報告分

計

石川　英行

無所属

 ビラの作成

金　　額

報告書受理年月日

(職業) (寄附額)（氏名・団体名）

 ポスターの作成

期間 第１回分 



候補者氏名 上田　清司 所属党派 7月8日から

出納責任者氏名 8月20日まで

収入 支出

主たる寄附

清友会 4,500,000 円 人件費 319,755 円

家屋費 742,506 円

選挙事務所費 742,506 円

集合会場費 0 円

通信費 10,800 円

交通費 463,619 円

印刷費 4,320,860 円

広告費 344,898 円

文具費 2,664 円

食糧費 633,450 円

休泊費 0 円

雑費 43,812 円

その他の収入 0 円

今回計 4,500,000 円 今回計 6,882,364 円

総計 4,500,000 円 総計 6,882,364 円

1,400,000 円

1,587,000 円

2,987,000 円

無所属

第１回報告分

 ビラの作成

金　　額

期間

計

伊地知　伸久

報告書受理年月日

(職業) (寄附額)（氏名・団体名）

 ポスターの作成

項　　目

支出のうち公費負担相当額

平成27年8月24日

第１回分 



候補者氏名 武田　信弘 所属党派 6月10日から

出納責任者氏名 8月14日まで

収入 支出

主たる寄附

人件費 1,400,041 円

家屋費 380,764 円

選挙事務所費 374,834 円

集合会場費 5,930 円

通信費 400 円

交通費 86,733 円

印刷費 3,840 円

広告費 681,989 円

文具費 24,746 円

食糧費 0 円

休泊費 177,030 円

雑費 98,822 円

その他の収入 3,000,000 円

今回計 3,000,000 円 今回計 2,854,365 円

総計 3,000,000 円 総計 2,854,365 円

0 円

0 円

0 円

期間

計

武田　信弘

無所属

 ビラの作成

金　　額

報告書受理年月日

(職業) (寄附額)（氏名・団体名）

 ポスターの作成

項　　目

支出のうち公費負担相当額

平成27年8月17日 第１回報告分

第１回分 



候補者氏名 柴田　泰彦 所属党派 6月23日から

出納責任者氏名 8月21日まで

収入 支出

主たる寄附

民主県政の会 2,506,785 円 人件費 1,700,000 円

橋本　清香 団体職員 255,000 円 家屋費 1,052,468 円

舟橋　初恵 団体役員 255,000 円 選挙事務所費 1,028,480 円

江口　光政 無職 170,000 円 集合会場費 23,988 円

尾形　佳宏 団体役員 170,000 円 通信費 68,725 円

宍戸　出 団体役員 170,000 円 交通費 0 円

諸井　武志 団体役員 170,000 円 印刷費 2,810,914 円

加藤　靖 団体役員 170,000 円 広告費 284,040 円

中山　松夫 団体役員 170,000 円 文具費 65,650 円

栗木　誠 団体役員 170,000 円 食糧費 0 円

休泊費 478,640 円

雑費 267,323 円

その他の寄附 137件 145,819 円

その他の収入 0 円

今回計 4,352,604 円 今回計 6,727,760 円

総計 4,352,604 円 総計 6,727,760 円

1,120,000 円

1,255,156 円

2,375,156 円

項　　目

支出のうち公費負担相当額

平成27年8月24日 第１回報告分

計

日野　佳宏

無所属

 ビラの作成

金　　額

報告書受理年月日

(職業) (寄附額)（氏名・団体名）

 ポスターの作成

期間 第１回分 



候補者氏名 塚田　桂祐 所属党派 7月9日から

出納責任者氏名 8月11日まで

収入 支出

主たる寄附

自由民主党埼玉県支部連合会 11,197,920 円 人件費 1,050,000 円

全日本不動産政治連盟 200,000 円 家屋費 3,334,569 円

埼玉県歯科医師連盟 200,000 円 選挙事務所費 3,071,049 円

埼玉県不動産政治連盟 200,000 円 集合会場費 263,520 円

髙橋　和彦 会社役員 30,000 円 通信費 146,844 円

交通費 560,740 円

印刷費 6,238,642 円

広告費 2,326,885 円

文具費 72,282 円

食糧費 816,185 円

休泊費 200,116 円

雑費 534,137 円

その他の寄附 7件 90,000 円

その他の収入 0 円

今回計 11,917,920 円 今回計 15,280,400 円

総計 11,917,920 円 総計 15,280,400 円

1,775,480 円

1,587,000 円

3,362,480 円

期間

無所属

 ビラの作成

金　　額

報告書受理年月日

(職業) (寄附額)（氏名・団体名）

 ポスターの作成

項　　目

支出のうち公費負担相当額

平成27年8月21日 第１回報告分

計

須賀　敬史
第１回分 
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